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　令和８年度のKIP会運営委員会・会員総会を開催いたします。
　総会終了後の講演会では、神奈川県知事　黒岩　祐治氏にご登壇いただき、神奈川県が取り組んでいる事
業や施策についてお話をうかがう予定です。
　交流会は、会員の皆様が一堂に会し、軽食を囲み日頃なかなかお会いできない方々とも直接意見交換がで
きる貴重な機会です。新たなつながりを築き、今後の活動に役立てていただければ幸いです。

日時：令和８年７月１日（水）
会場：神奈川中小企業センタービル（横浜市中区尾上町5－80）
内容：運営委員会　　午後３時30分〜４時10分　　13階　第３会議室
　　　総会　　　　　午後４時15分〜４時50分　　13階　第１・２会議室
　　　講演会　　　　午後５時00分〜５時30分　　13階　第１・２会議室
　　　交流会　　　　午後５時45分〜　　    　　　14階　多目的ホール

研修・勉強会
○新入社員フォローアップ研修　10月７日（水）
○中堅社員・中間管理職向け勉強会３回シリーズ　10月～12月　各月１回ずつ開催
交流会
○人事・総務担当者交流会【KEEP部会】　第103回　７月16日（木）
○女性管理職・中堅社員交流会【KEEP部会】　
　第109回　６月10日（水）　　第110回　９月９日（水）
　第111回　12月９日（水）　　第112回　令和９年３月10日（水）
展示会
○OUR KANAGAWA（食品展示会）への出展【食品部会】　10月８日（木）
○テクニカルショウヨコハマ2027　令和９年２月３日～２月５日
会員総会・賀詞交歓会など
○会員総会・講演会　　　　７月１日（水）
○賀詞交歓会・記念講演会　令和９年２月５日（金）

※その他、施設見学会なども予定しております。

KIP会運営委員会・会員総会　開催案内

令和８年度KIP会事業開催予定

活動
案内
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今年度の新入会企業を
ピックアップしてご紹介します。

株式会社リガルジョイント
〈４月入会　工業部会〉

業務内容：�流量計や継手など流体機器の設計製造販売で
多様な産業の冷却水管理分野に貢献

会社名	 株式会社リガルジョイント
代表取締役	 小田中 奈穂美
所在地	 相模原市南区大野台1丁目9-49
TEL	 042-756-7567
HP URL	 https://rgl.co.jp/

1974年創業。真空業界で培った技術力と実績、また、
約350社の協業ネットワークを強みに、現場課題の解決
に取り組んでおります。製品開発から製造、施工まで一
貫してトータルプランニング。流体機器、熱交換器、受
託製造の事業を展開し、半導体製造をはじめ、医療・福
祉、学術研究など多様な分野で採用されています。

社屋と製品

冷却水配管ユニット

　KIP会では、新入社員などを対象にした「新入社員ビジネスマナー研修」を開催し、17社49名の方々
にご参加いただきました。
　グループワークを中心とした参加型の研修となっており、ビジネスマナーの基本に加え、学生と社会
人の違いや、社会人としての心構えについても学びました。
　また、グループワークの１つとして、ペーパータワー作成に取り組み、参加者同士で協力しながら課
題に挑戦しました。限られた条件の中で工夫を重ねることで、チームで取り組むことの大切さや難しさ
を実感する機会となりました。
　研修の後は、参加者同士の交流を図るため軽食を
囲んだ懇親会を開催しました。時間の経過とともに
会話が進み、他の会社の雰囲気や業界について知る
よい機会となったと思います。

　10月には、フォローアップ研修も予定しています。
また社会人としての一歩を踏み出した皆さまにお会
いできるのを楽しみにしています。

　　　 新入社員ビジネスマナー研修（4月15日）開催報告＜人材育成研修＞

研修の様子

予告フォローアップ研修　10月７日開催予定
４月のビジネスマナー研修で学んだスキルをよりステッ
プアップし、ビジネスにおけるコミュニケーションや効
率的な仕事の進め方などの実務を学ぶとともに、キャリ
アデザイン、自分の目指す姿を考えます。励まし合える
仲間との出会いの場としても活用してください。

活動
報告

・�電話対応時の適切な言葉遣いや、名刺
交換の正しい手順について改めて正し
く教わることができました。

・�通常接することがない、他業種の方と
交流できる良い機会となりました。
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会社名	 株式会社北川製作所
代表取締役	 北川 隆和
所在地	 横浜市中区新山下3丁目1-18
TEL	 045-228-8966
HP URL	 https://www.kgworks.co.jp/

今年度の新入会企業を
ピックアップしてご紹介します。

Business Process Communication（BPC）研修サービス
〈４月入会〉

株式会社北川製作所
〈４月入会　工業部会・ビジネスチャンス開拓研究会〉

JCOMマーケティング株式会社
〈４月入会　物産部会〉

外国人社員とのコミュニケーションに課題はありません
か？適切な支援により、現場の生産性と人材の定着が高
まります。まずはBPCへご相談ください。職場の特性
に応じた最適な学習環境と研修を専門コンサルタントが
設計。導入まで一貫支援し、即戦力となる日本語力の向
上を実現します。

1980年、朝FAXで届いた手書き図面を夕方までに納め
る、そんなミッションから現在の業態が始まりました。
明治から令和に至る全ての経験や実績が無数の技術情報
の引き出しとなり、設計・製造に関わる有益な価値をお
客様に還元してきましたので『とりあえず北川に聞け』
のビスポークファクトリー歴40年を更新中です。

業務内容：�外国人材日本語教育に関す
るコンサルティング。日本
語コミュニケーション研修
の実施

業務内容：�■情報発信・広告・動画制作・イベント運営
■法人向けソリューション事業

業務内容：�創業119年、多品種・少量・短納期で45年、
3Dを最速伝達手段と追求して40年

会社名	 JCOMマーケティング株式会社
代表取締役	 櫻井 俊一
所在地	 東京都千代田区丸の内1-8-1 丸の内トラストタワーN館
TEL	 0120-999-000
HP URL	 https://marketing.jcom.co.jp/

会社名	 Business Process Communication（BPC）研修サービス
代表取締役	 代表　品田 潤子
所在地	 東京都新宿区中井2-23-8
TEL	 090-8727-6391
HP URL	 https://www.bpcts.net/

テレビを中心とした自社メディアのほか、動画マーケ
ティング支援や大型ライブ・リアルイベント企画など、
J:COMグループが持つアセットを活用し、企業向けメ
ディアソリューション、広告・配信事業を提供していま
す。また、法人向けモバイルを中心に、生産性向上、コ
スト削減等のソリューション事業も提供しております。
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神奈川産業振興センター・神奈川県の補助金・助成金のご案内

神奈川産業振興センター

神奈川県

※募集要項や詳細な申請要件等については、URL（または各欄上のQRコード）から公式Webサイトを必ずご確認ください。

１. 令和８年度「神奈川県副業・兼業人材活用補助金」
〜経営力強化のための人材活用支援〜
副業・兼業人材を活用する際に必要な経費の一部を補助します。

対 象 者
県内中小企業が副業・兼業人材を活用する際に発生する以下の費用
・民間人材ビジネス事業者へ支払う紹介手数料
・副業・兼業人材に支払う報酬等

申請期限 12月28日（月）まで
※予算の上限に達した場合、期間終了前であっても公募を終了します

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kipc.or.jp/business-support/productivity/professional-talent/

問合せ先 神奈川県プロ人材活用センター
TEL：045-633-5008 ／ E-mail：prohojyo@kipc.or.jp

詳細はこちら！

２. 令和８年度「海外展示会出展に関する助成金」
〜自社の魅力をグローバルに発信〜
海外で開催される展示会の費用や、海外展示会で活用するPR動画作成に関する費用
を助成し、海外における新たな市場開拓を支援します。
対 象 者 神奈川県内で法人として１年以上事業を営み、神奈川県内に本社または事業所がある中小企業者
申請期限 ６月30日（火）必着
Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kipc.or.jp/topics/information/tenjikai-josei2026/

問合せ先 経営支援部 国際課
TEL：045-633-5126 ／ E-mail：kokusai@kipc.or.jp

詳細はこちら！

３. 令和８年度「KIP高度外国人材インターンシップ受入奨励金」
〜優秀なグローバル人材の確保に向けて〜
県内中小企業等による高度外国人材を対象としたインターンシップ実施の機会を推
奨するため、「KIP高度外国人材インターンシップ受入奨励金」の申請を募集します。
対 象 者 県内に本社または事業所を有する中小企業者であること
申請期限 一定の募集数に達し次第、受付を終了します。
Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kipc.or.jp/topics/information/r8internshipsubsidy/

問合せ先 国際課・かながわ外国人材活用支援ステーション
TEL：045-633-5142 ／ E-mail：kana-st@kipc.or.jp

詳細はこちら！

４. 令和８年度「神奈川県小規模事業者デジタル化支援推進事業費補助金」
〜デジタル活用で変わる、業務のカタチ〜
人手不足が深刻化する小規模事業者が実施するデジタル技術の活用に要する経費を
補助します。申請の際は、必ず指定の機関にご相談の上、お申し込みください。
対 象 者 神奈川県内に事業所を有する小規模事業者、および特定非営利活動法人
申請期限 ９月30日（水）17時00分まで　※申請は先着順で受け付け、予算額に達した時点で受付を終了します。

申請方法 KIP含め指定機関での事前相談が必須となります。
まずは下記URL（または欄上のQRコード）より詳細および相談予約手順をご確認ください。

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.kipc.or.jp/topics/information/digital2026/

問合せ先
神奈川県 商業流通課 小規模デジタル補助金班
受付時間：平日 ９時00分～12時00分／ 13時00分～17時00分
電話：070-1187-0348 ／ 070-1187-0382 ／ 070-1187-0435

詳細はこちら！
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　深刻な人手不足を背景に、2026年４月１日全国47都道府県において「生産性向上支援センター」がオープンしました。
　KIPでもよろず支援拠点内に「生産性向上支援センター」を開設し、持続的な成長を実現できるよう、現場に寄り添っ
た支援をいたします。
　そもそも「生産性向上」とは何か、自社にどう活かせるのか、具体的な事例とともに当センターの伴走支援サービスを
４回にわたってご紹介します。

■イメージが湧く！業種別「生産性向上」の取組例
　生産性向上とは、単なるコスト削減ではなく、自動化やIT活用、作業環境の見直しによって「少ない人手で成果を出す
現場」を作ることです。各業種の身近な事例をご紹介します。
（１）�製造業：無人搬送車（AGV）を導入し、部品搬送を２

名から１名体制へ省人化。また、IoTで各設備の稼働状
況を「見える化」し、生産効率を改善します。

（２）�飲食業：配膳ロボットやセルフオーダーシステムの導
入により、スタッフの負担軽減と店舗の回転率アップ
を実現。スチームコンベクションオーブンの導入で、
複数料理の同時調理や仕込みを効率化します。

（３）�生活関連サービス業（理美容・クリーニング等）：予約
システムと会計POSレジの連携で顧客管理業務を軽減。
無人受け渡しロッカーや自動包装機の導入により、接
客や作業の大幅な省力化を図ります。

■生産性向上支援センターの３つの特長
　これらの改善を実現するため、当センターでは以下の支援を行っています。
（１）�完全無料・現場密着の伴走支援：専門家（サポーター）が現場へ複数回訪問し、無料で継続的な伴走支援を実施します。

（訪問回数は10回程度を想定。制限なし）
（２）�補助金採択に有利：「生産性向上取組計画書」を策定することで、省力化投資補助金（一般型）の審査において加点

が受けられる予定です（2026年夏頃より）。
（３）�ワンチームでの課題解決：生産性向上の悩みだけでなく、よろず支援拠点のワンストップ相談と連携し、売上拡大

や資金繰りなど経営全般の課題にも幅広く対応します。

■支援のポリシーと流れ
　当センターでは、いきなり高額なロボットやシステム導入
を前提としません。まずは5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）
の徹底や、現場のムリ・ムダ・ムラの排除、レイアウト変更
など、自社の現状に見合った課題解決を土台とします。そし
て、最終的に企業自身で改善のPDCAサイクルを回し続けら
れる「自走化」に導くことを目指します。
　支援は【相談・申込】→【現地訪問・課題分析】→【取組
計画の策定】→【計画に基づく現場支援】→【目標達成・支
援完了】というステップで着実に進みます。

■お問い合わせ先
　人手不足でお悩みのKIP会会員の皆様、まずは現状の課題整理からお手伝いいたします。
　ぜひお気軽にご相談ください。
 ・窓　　口：神奈川県よろず支援拠点 生産性向上支援センター
 ・連 絡 先：045-633-5100　yorozu-seisansei@kipc.or.jp
 ・執筆担当：統括サポーター　森　智亮（中小企業診断士）

～伴走型支援「KIP生産性向上支援センター」～　連載No.1～伴走型支援「KIP生産性向上支援センター」～　連載No.1

自社の「ムリ・ムダ・ムラ」を見直しませんか？自社の「ムリ・ムダ・ムラ」を見直しませんか？
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公益財団法人神奈川産業振興センター
総務部　企画広報課　KIP 会事務局

〒231-0015 横浜市中区尾上町5-80 神奈川中小企業センタービル5F　TEL : 045-633-5149　FAX : 045-633-5018
E-mail：kipmember@kipc.or.jp　　ホームページ：https://www.kipc.or.jp/about-kip/kipkai/

中小企業センタービルには、５つの会議室と多目的ホールを設けています。
関内駅から徒歩５分圏内に位置しており、利便性が高い会議室を利用しませんか？
会議、研修、セミナー、展示会などにぜひご活用ください。

KIP会ひろばを送付する際に、貴社の製品・商品PRなどのチラシを同封
する有料サービスです。企業PR・製品の販路開拓にKIP会ひろばをご活
用ください！
◆チラシサイズ	 A4１枚
◆送付部数	 500部程度
◆KIP会ひろば発行月	 6月・9月・12月・3月

※�事前にチラシの内容
確認が必要となりま
すので、ご希望の方
はお早めにお問合せ
ください。

会員の皆さまからの投稿を大募集！
わが社の自慢、新製品紹介、サービス
PRなどなど…企業の広報活動の場に
ご活用ください。

※お申込書提出の際に、KIP会会員である旨をお申し出ください。

定員 利用料

第１会議室 39名 11,088円 ～ 　39,160円

第２会議室 93名 23,760円 ～ 　83,952円

第３会議室 36名 10,120円 ～ 　35,816円

特別会議室Ａ 24名 12,408円 ～ 　44,000円

特別会議室Ｂ 22名 9,152円 ～ 　32,384円

多目的ホール

会議・講習会 120名 27,808円 ～ 　98,384円

展示会・パーティ等 220名 49,104円 ～ 173,448円

〈KIP会会員料金表〉 （平日料金）

利用時間帯

午前　　9：00 〜 12：00

午後　13：00 〜 17：00

夜間　18：00 〜 21：00

午前・午後／午後・夜間／
終日のご利用もお受けして
おります。

お問い合わせ 公益財団法人神奈川産業振興センター（KIP）　
総務課　会議室担当 TEL 045-633-5019
KIPホームページから仮予約できます。
https://www.kipc.or.jp/rental/rental-mtg-room/vacancy/ご　　予　　約

KIP会会員向けのサービス

中小企業センタービル会議室の利用料割引
通常料金の20％OFF

KIP会ひろばを利用してあなたの会社をPRしませんか？

K I P 会 会 員 募 集 中 　 〜 ぜひご紹介ください！〜

チラシ同封サービスチラシ同封サービス 投稿記事募集投稿記事募集 無料

セミナーやイベントの開催、展示会へのご出展、新製品、新サービスなどを
メール＆FAXで会員向けにPRします。ぜひご活用ください。

あなたの会社のイベントやサービスを会員向けにご案内します！

有料


